
Errata 

「ファクトブック 2023 における生体腎移植の集計数の訂正」 

ファクトブック 2023 に間違いが見つかりましたので、訂正してお詫び申し上げます。 

ファクトブック 2023 の腎移植は雑誌「移植」の「腎移植臨床登録集計報告(2023) 2022 年

実施症例の集計報告と追跡調査結果」のデータを基に作成しておりますが、判明した重複症

例 3名の修正がファクトブック 2023 では出来ていなかったのが原因です。早急にHPのフ

ァクトブック 2023 は修正版をアップしますが取り急ぎ、訂正箇所をお知らせします。 

訂正箇所は以下の通りです（図 1～3・表 1,2 を含む）。 
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3. 年間移植件数（表 1） 

⚫ 2022 年の国内での腎臓移植件数を表 1 に示します。2022 年の 1 年間で、生体腎

移植 1,5871,584 例（88.9%）、献腎移植 198 例（11.1%）、合計 1,7851,782 例

が施行されています（日本移植学会、日本臨床腎移植学会統計報告より）。献腎

移植は、心停止下 28 例（1.6%）、脳死下 170 例（9.5%）の提供でした。2021

年の移植件数、生体腎 1,649 例、献腎 125 例、計 1,774 例と比較すると、それぞ

れ、生体腎移植 6265 例の減少、献腎移植 73 例の増加で、合計では 118 例増加し

ました。献腎移植のうち、心停止下提供は 9 例、脳死下提供は 64 例増加しまし

た。 

 

表 1 2022 年の腎移植実施症例数 

 

 

4. 移植患者の性別・年齢、生体腎ドナーの関係 （図 1, 2, 3） 

⚫ 2023 年 7 月 21 日時点での 2022 年腎移植実施症例登録情報（詳細登録）にデータ

入力された症例と日本臓器移植ネットワークのデータをあわせた 1,6891,680 例で

の集計結果を示します。 

⚫ 腎移植レシピエントの性別は、生体腎では男性 947945 例(63.5%)、女性 544543 例

(36.5%)、献腎移植では男性 127 例(64.1%)、女性 71 例(35.9%)といずれも男性が多

くなっています。 
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 腎移植件数 

生体腎 1,5871,584 (88.9%) 

献腎（心停止下） 28 (1.6%) 

献腎（脳死下） 170 (9.5%) 

計 1,7851,782 (100.0%) 



⚫ 腎移植レシピエントの平均年齢は、生体腎が 48.9±14.9 歳、献腎が 48.0±17.2 歳

で、生体腎が献腎のレシピエント年齢を上回りました。これまでは献腎レシピエン

トが生体腎レシピエントに比較して高齢な傾向がありましたが、近年はほぼ同年齢

となりました。生体腎移植と献腎移植をあわせると 40 歳代と 50 歳代が多くを占

め、それぞれ 396 例、448447 例と約 50%を占めています。10 歳未満への腎移植

数は生体腎移植が 17 例、献腎移植は 11 例で、合計では 28 例（1.7%）と非常に少

ないのが現状です。 

⚫ 生体腎移植ドナーのレシピエントとの関係は入力のあったドナー1,4911,488例中、

非血縁（配偶者）が 645 例（43.3%）と最も多く、親が 452 例（30.330.4％）、兄

弟・姉妹が 136135 例（11.19.1％）と続きました。以前、ドナーは親が多かったで

すが近年は配偶者がドナーとなる腎移植が多くなっています。 

 
図 1 2022 年症例 レシピエントの性別 

 
図 2 2022 年症例 レシピエントの年齢 
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図 3 2022 年症例 生体腎移植ドナーのレシピエントとの関係 

 

5. 腎移植数の推移 （図 4, 表 2） 

⚫ 2022 年の腎移植数は 1,7851,782 例で、前年より 129 例増加しています。1989 年

より 4〜5 年間減少傾向にあった総移植患者数は次第に増加傾向にあり、2006 年

には年間 1,000 例を超え、2019 年に初めて 2,000 例を超えました。移植数の増加

は、献腎移植の緩徐な増加もありますが、最大の要因は生体腎移植数の増加です。

生体腎移植数が増加した原因として、夫婦間など非血縁間の移植、血液型不適合移

植、高齢者の移植が増加していることがあげられます。さらに、献腎移植を希望し

腎移植登録しているにもかかわらず提供者が少ないために、生体腎移植に踏み切る

症例もあることが予測されました。2020 年からは一部の都道府県を除いて各施設

とも新型コロナウイルス感染症の影響を受け移植数が減少していました。特に

2020 年、2021 年は献腎移植の減少が顕著でしたが 2022 年は増加に転じています。

ただ未だに移植総数はコロナウイルス感染症流行前の 2019年と比較すると少なく、

生体腎が 240243 例の減少、心停止下献腎が 26 例の減少、脳死下献腎が 6 例の減

少でした。 
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図 4 透析患者数・献腎待機患者数・腎移植数の推移 

 

表 2 年次別腎移植患者数 
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12. 生体腎移植ドナー（表 5、６） 

⚫ 2009 年よりレシピエントのみでなく生体腎ドナーに関する登録が開始され、追跡

調査も始まりました。2009 年から 20202021 年までに施行された生体腎移植

17,72018,922 例を調査しました。移植後 3 か月、1 年 〜 10 年の 1 年毎の時点で

各々web 登録に入力済であった症例を対象とした調査報告があり、その解析結果を



報告します。ドナー腎採取術後、3 か月時点において 3 名、1 年で 14 名、2 年で 8

名、3 年で 8 名、4 年で 15 名、5 年で 10 名、6 年で 11 名、７年で 12 名、８年で

10 名、9 年で 7 名、10 年で 4 名の死亡例が報告されています。また来院中止や転

院のため予後不明例が移植後 1 年時点で 683 例(6.4%)と少なからず認められてお

り、ドナー管理の重要性が示唆されました。 

 

 


